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詩
人
石
垣
り
ん
（
一
九
二
〇
～
二
〇
〇
四
）
は
、
四
冊
の
随
筆
集
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。 
 
一
、 
第
一
随
筆
集
『
ユ
ー
モ
ア
の
鎖
国
』
、
北
洋
社
、 
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
二
月
十
二
日 
二
、 
第
二
随
筆
集
『
焰
に
手
を
か
ざ
し
て
』
、
筑
摩
書
房
、 
一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年
三
月
五
日 
三
、 
第
三
随
筆
集
『
夜
の
太
鼓
』
、
筑
摩
書
房
、 
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
五
月
二
十
五
日 
四
、 
第
四
随
筆
集
『
詩
の
中
の
風
景―
―
く
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る―
―
』
、 
婦
人
之
友
社
、
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
十
月
十
五
日 
 
こ
の
四
冊
の
随
筆
集
に
は
、
初
出
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
そ
の
記
載
情
報
を
手
が
か
り
に
、
現
物
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
、
日
本
近
代
文
学
館
、
広
島
大
学
図
書
館
、
広
島
県
立
図
書
館
、
南
伊
豆
町
立
図
書
館
石
垣
り
ん
文
学
記
念
室
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 
 
 
一
、
第
一
随
筆
集
『
ユ
ー
モ
ア
の
鎖
国
』
、
北
洋
社
、 
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
二
月
十
二
日
発
行 
 
１
、
契
、
巻
頭
詩 
『
断
層
』
、
第
四
十
八
号
、
文
苑
社
、 
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
十
月
一
日
、
標
題
紙
に
掲
載
、 
作
者
名
を
石
垣
り
ん
子
と
表
記 
２
、
新
巻 
『
詩
と
批
評
』
、
創
刊
号
、
昭
森
社
、 
一
九
六
六
（
昭
和
四
十
一
）
年
五
月
一
日
、
三
四―
三
五
頁 
３
、
花
嫁 
『
暮
し
の
手
帖
』
、
第
九
十
一
号
、
暮
し
の
手
帖
社
、 
一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
）
年
九
月
五
日
、
一
一
一―
一
一
二
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
雑
記
帳
」 
４
、
宿
借
り 
 
『
サ
ン
ケ
イ
新
聞
』
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
、 
一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年
四
月
二
十
日
、
一
八
面 
５
、
夜
叉 
 
『
暮
し
の
手
帖
』
、
第
九
十
一
号
、
暮
し
の
手
帖
社
、 
一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
）
年
九
月
五
日
、
一
〇
一
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
雑
記
帳
」
、 
作
者
名
を
岩
科
さ
く
子
と
表
記 
 
６
、
朝
の
あ
か
り 
 
『
暮
し
の
手
帖
』
、
第
九
十
七
号
、
暮
し
の
手
帖
社
、 
一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
十
月
一
日
、
一
〇
九―
一
一
〇
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
雑
記
帳
」 
７
、
は
ま
ぐ
り 
 
『
新
潟
日
報
』
、
新
潟
日
報
社
、 
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
四
月
二
十
一
日
、
九
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
家
庭
」 
 
８
、
甘
栗 
 
『
新
潟
日
報
』
、
新
潟
日
報
社
、 
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
四
月
二
十
二
日
、
九
面
、 
初
出
題
名
「
甘
グ
リ
」
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
家
庭
」 
 
９
、
美
味 
 
『
新
潟
日
報
』
、
新
潟
日
報
社
、 
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一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
四
月
二
十
三
日
、
一
一
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
家
庭
」 
 
10
、
ラ
ー
メ
ン 
 
『
新
潟
日
報
』
、
新
潟
日
報
社
、 
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
四
月
二
十
四
日
、
九
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
家
庭
」 
11
、
バ
ナ
ナ 
 
『
新
潟
日
報
』
、
新
潟
日
報
社
、 
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
四
月
二
十
五
日
、
九
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
家
庭
」 
12
、
お
茶 
 
『
新
潟
日
報
』
、
新
潟
日
報
社
、 
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
四
月
二
十
七
日
、
一
一
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
家
庭
」 
13
、
う
わ
さ 
 
『
新
潟
日
報
』
、
新
潟
日
報
社
、 
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
四
月
二
十
八
日
、
一
一
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
家
庭
」 
14
、
季
節 
 
『
新
潟
日
報
』
、
新
潟
日
報
社
、 
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
四
月
二
十
九
日
、
一
○
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
家
庭
」 
15
、
シ
ジ
ミ 
『
新
潟
日
報
』
、
新
潟
日
報
社
、 
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
四
月
二
十
六
日
、
八
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
家
庭
」 
16
、
お
そ
ば 
 
『
新
潟
日
報
』
、
新
潟
日
報
社
、 
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
四
月
三
十
日
、
一
一
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
家
庭
」 
17
、
ま
じ
め
な
魚 
『C
O
O
K
』
、
第
十
四
巻
第
十
号
、
千
趣
会
、 
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
十
月
、
八
八―
八
九
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「E
ssa
y
」 
18
、
夏
の
日
暮
れ
に 
 
『
文
学
の
旅
６
／
伊
豆
・
富
士
・
箱
根
・
湘
南
』
、
千
趣
会
、 
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年
八
月
一
日
、
二
二
二―
二
二
五
頁
、 
初
出
題
名
「
夏
の
日
暮
れ
に―
私
の
西
伊
豆―
」 
 
19
、
試
験
管
に
入
れ
て 
『
河
北
新
報
』
、
河
北
新
報
社
、 
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
十
一
月
三
十
日
、
七
面 
20
、
鍵 
『
楽
し
い
わ
が
家
』
、
全
国
信
用
金
庫
協
会
、 
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
五
月
、
四―
五
頁 
 
21
、
ユ
ー
モ
ア
の
鎖
国 
『
展
望
』
、
第
一
四
一
号
、
筑
摩
書
房
、 
一
九
七
〇
（
昭
和
四
十
五
）
年
九
月
一
日
、
一
三―
一
四
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
展
望
・
軍
国
主
義
の
貌
」 
22
、
炎
え
る
母
の
季
節 
 
『
図
書
』
、
第
二
四
九
号
、
岩
波
書
店
、 
一
九
七
〇
（
昭
和
四
十
五
）
年
五
月
一
日
、
二
○―
二
一
頁
、 
23
、
お
酒
か
か
え
て 
『
酒
』
、
第
十
九
巻
第
六
号
、
酒
之
友
社
、 
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
六
月
一
日
、
一
七―
一
九
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
女
が
酒
を
飲
む
と
き
」 
24
、
お
礼 
『
西
脇
順
三
郎
全
集
第
三
巻
・
月
報
』
、
筑
摩
書
房
、 
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
七
月
六
日
、
六―
七
頁 
 
25
、
日
記 
『
詩
と
批
評
』
、
第
二
巻
第
四
号
、
昭
森
社
、 
一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
）
年
五
月
一
日
、
七
二―
七
三
頁 
 
 
26
、
春
の
日
に 
『
思
想
の
科
学
』
、
第
一
一
八
号
、
思
想
の
科
学
社
、 
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
七
月
一
日
、
六
九
頁
、 
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27
、
け
ち
ん
坊 
『
行
友
ニ
ュ
ー
ス
』
、
日
本
興
業
銀
行
行
友
会
、 
一
九
五
八
（
昭
和
三
十
三
）
年
一
月
二
十
日
、
現
物
未
確
認 
28
、
絵
の
中
の
繭 
『
会
沢
貞
子
個
展
』
、
出
版
社
不
明
、 
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
四
月
十
七
日
、
現
物
未
確
認 
 
29
、
花
よ
、
空
を
突
け 
 
 
『
ミ
セ
ス
』
、
第
九
十
九
号
、
文
化
服
装
学
院
出
版
局
、 
一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年
四
月
七
日
、
一
八
八―
一
九
一
頁
、 
副
題
「
詩
に
つ
い
て
の
告
白
」
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
詩
と
人
と
」 
30
、
事
務
員
と
し
て
働
き
つ
づ
け
て 
 
『
食
生
活
』
、
第
六
十
六
巻
、
国
民
栄
養
協
会
、 
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
三
月
一
日
、
三
四―
三
五
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
特
集
／
魅
力
あ
る
職
業
人
に
な
ろ
う
」 
31
、
五
円
が
鳴
い
た 
 
『
地
上
』
、
第
二
十
六
巻
第
十
号
、
家
の
光
協
会
、 
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
十
月
一
日
、
二
○―
二
一
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
巻
頭
随
想
」 
32
、
花
と
お
金 
 
『
小
原
流
挿
花
』
、
第
二
十
一
巻
第
四
号
、
小
原
流
文
化
事
業
部
、 
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
四
月
一
日
、
一
四―
一
五
頁 
33
、
目
下
工
事
中 
 
『
婦
人
民
主
新
聞
』
、
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
、 
一
九
六
〇
（
昭
和
三
十
五
）
年
三
月
二
十
七
日
、
五
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
随
筆
」 
34
、
よ
い
顔
と
幸
福 
 
『
行
友
会
誌
』
、
日
本
興
業
銀
行
行
友
会
、 
一
九
六
〇
（
昭
和
三
十
五
）
年
十
二
月
、
現
物
未
確
認 
 
35
、
事
務
服 
 
『
文
藝
春
秋
』
、
第
五
十
巻
第
九
号
、
文
藝
春
秋
、 
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
七
月
一
日
、
八
一―
八
二
頁 
36
、
晴
着 
 
『
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ａ
プ
レ
ス
サ
ー
ビ
ス
』
、
第
二
〇
三
号
、
日
本
事
務
能
率
協
会
、 
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
十
一
月
二
十
日
、
二
一―
二
二
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
随
筆
」 
37
、
領
分
の
な
い
人
た
ち 
 
『
マ
イ
フ
ァ
ミ
リ
ー
』
、
第
十
三
号
、
味
の
素
株
式
会
社
広
報
室
、 
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
十
月
一
日
、
一
六―
一
八
頁
、 
初
出
題
名
「
領
分
の
な
い
人
た
ち
こ
そ
個
人
の
殻
を
破
ら
ね
ば…
…
」
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
第
２
部
＝
わ
た
し
の
意
見
」
「
特
集
：
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
領
分
は
？
」 
38
、
生
活
の
中
の
詩 
 
『
芸
術
生
活
』
、
第
二
十
二
巻
第
六
号
、
芸
術
生
活
社
、 
一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年
六
月
一
日
、
八
○―
八
一
頁 
39
、
詩
を
書
く
こ
と
と
、
生
き
る
こ
と 
 
『
図
書
』
、
第
二
六
四
号
、
岩
波
書
店
、 
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
八
月
一
日
、
八―
一
六
頁 
40
、
覚
え
書 
 
『
日
本
詩
集 
1
9
6
1
―
1
』
、
国
文
社
、 
一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年
七
月
五
日
、
一
九
五
頁
、 
『
詩
と
批
評
』
、
第
二
巻
第
二
号
、
昭
森
社
、 
 
 
 
 
一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
）
年
三
月
一
日
、
一
一
四
頁 
41
、
女
湯 
 
『
わ
が
詩
わ
が
心
』
、
芸
術
生
活
社
、 
一
九
七
〇
（
昭
和
四
十
五
）
年
十
二
月
二
十
一
日
、
二
六―
二
九
頁 
42
、
立
場
の
あ
る
詩 
 
『
詩
の
本 
第
２
巻 
詩
の
技
法
』
、
筑
摩
書
房
、 
一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
）
年
十
一
月
二
十
日
、
二
八
三―
二
九
九
頁 
43
、
事
実
と
ふ
れ
合
っ
た
と
き 
 
『
詩
作
ノ
ー
ト
』
、
飯
塚
書
店
、 
一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
十
一
月
一
日
、
一
七
七―
一
八
四
頁 
 
44
、
持
続
と
詩 
 
『
読
売
新
聞
』
、
読
売
新
聞
社
、 
一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年
五
月
十
八
日
、
一
八
面
、 
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副
題
「
ラ
ク
な
姿
勢
、
バ
カ
ミ
タ
イ
」
「
変
革
へ
の
希
望
つ
な
ぐ
」
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
文
芸
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
」 
45
、
表
札
の
う
し
ろ 
 
『
ミ
セ
ス
』
、
第
一
五
五
号
、
文
化
出
版
局
、 
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
十
一
月
七
日
、
二
四
八―
二
四
九
頁 
46
、
第
一
行
は
と
び
出
し
て
き
ま
す 
 
『
ユ
リ
イ
カ
』
、
第
四
巻
第
三
号
、
青
土
社
、 
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
三
月
一
日
、
八
〇
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
第
一
行
を
ど
う
書
く
か
」 
47
、
あ
と
が
き
の
こ
と 
『
詩
学
』
、
第
二
十
四
巻
第
五
号
、
詩
学
社
、 
一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年
六
月
三
十
日
、
三
六
頁
、 
初
出
題
名
「
あ
と
が
き
」 
48
、
清
岡
卓
行
『
四
季
の
ス
ケ
ッ
チ
』
感
想 
 
『
詩
と
批
評
』
、
第
一
巻
第
八
号
、
昭
森
社
、 
一
九
六
六
（
昭
和
四
十
一
）
年
十
二
月
一
日
、
八
八
頁
、 
初
出
題
名
「
清
岡
卓
行
詩
集
『
四
季
の
ス
ケ
ッ
チ
』
」 
49
、
生
活
詩 
 
『
群
像
』
、
第
二
十
四
巻
第
五
号
、
講
談
社
、 
一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年
五
月
一
日
、
二
二
四―
二
二
五
頁 
50
、
出
来
る
こ
と
出
来
な
い
こ
と 
『
詩
を
ど
う
書
く
か
』
、
社
会
思
想
社
、 
 
 
 
一
九
七
〇
（
昭
和
四
十
五
）
年
六
月
三
十
日
、
一
五
五―
一
六
九
頁 
 
51
、
風
信 
 
『
東
京
新
聞
』
、
東
京
新
聞
社
、 
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
二
月
十
五
日
、
夕
刊
四
面 
52
、
食
扶
持
の
こ
と 
『
学
習
の
ひ
ろ
ば
』
、
第
一
三
一
号
、
労
働
者
学
習
セ
ン
タ
ー
、 
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
一
月
一
日
、
六
六―
六
七
頁 
53
、
眠
っ
て
い
る
の
は
私
た
ち 
 
 
『
学
習
の
ひ
ろ
ば
』
、
第
九
十
号
、
労
働
者
学
習
セ
ン
タ
ー
、 
一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年
八
月
一
日
、
五
二―
五
三
頁 
54
、
買
え
な
か
っ
た
も
の 
『
蛍
雪
時
代
』
、
第
四
十
二
巻
第
十
号
、
旺
文
社
、 
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
十
一
月
一
日
、
七
六
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
ず
い
ひ
つ
」 
55
、
私
の
新
し
い
空 
 
『
学
生
通
信
』
、
第
八
十
二
号
、
三
省
堂
、 
一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年
十
一
月
一
日
、
現
物
未
確
認 
56
、
仕
事 
 
『
図
書
』
、
第
二
五
八
号
、
岩
波
書
店
、 
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
二
月
一
日
、
二
四―
二
六
頁 
57
、
個
人
の
手
・
公
の
手 
 
『
こ
す
も
す
』
、
出
版
社
不
明
、 
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
八
月
、
現
物
未
確
認 
58
、
生
活
と
詩 
 
『
文
化
評
論
』
、
第
一
三
三
号
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
、 
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
九
月
一
日
、
一
〇
七―
一
〇
八
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
随
想
」 
 
59
、
犯
さ
れ
た
空
の
下
で 
『
朝
日
新
聞
』
、
朝
日
新
聞
社
、 
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
七
月
二
十
六
日
、
夕
刊
五
面
、 
副
題
「
庶
民
の
苦
し
み
、
な
ぜ
放
置
」
「
四
日
市
公
害
判
決
に
思
う
」 
「
勝
っ
て
も
帰
ら
ぬ
犠
牲
者
」
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
文
化
」 
60
、
待
つ 
 
『
講
座
お
ん
な 
１ 
な
ぜ
お
ん
な
か
』
、
筑
摩
書
房
、 
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
十
二
月
二
十
日
、
二
三
八―
二
五
二
頁 
 
 
61
、
荷 
 
『
女
子
文
苑
』
、
第
八
巻
第
一
号
、
女
子
文
苑
社
、 
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
一
月
一
日
、
八―
一
八
頁
、 
作
者
名
を
石
垣
り
ん
子
と
表
記
、 
女
子
文
苑
賞
受
賞 
62
、
幕
張
行 
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『
断
層
』
、
第
五
十
四
号
、
文
苑
社
、 
一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
五
月
一
日
、
二―
二
一
頁
、 
作
者
名
を
石
垣
り
ん
子
と
表
記 
 
 
  二
、
第
二
随
筆
集
『
焰
に
手
を
か
ざ
し
て
』
、
筑
摩
書
房
、 
一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年
三
月
五
日
発
行 
 
１
、
吞
川
の
ほ
と
り 
 
『
現
代
詩
手
帖
』
、
第
十
九
巻
第
九
号
、
思
潮
社
、 
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年
八
月
一
日
、
二
〇
二
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
詩
人
・
わ
が
街
」
「
大
田
区
南
雪
谷
」 
２
、
通
じ
な
い 
 
『
季
刊 
ひ
ろ
ば
』
、
冬
季
号
六
〇
号
、
至
光
社
、 
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
十
二
月
、
三
五―
三
六
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
茶
の
間
」 
３
、
い
い
な
あ
・
い
い
わ
ね
え 
 
『
朝
日
新
聞
』
、
朝
日
新
聞
社
、 
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
五
月
三
十
日
、
一
七
面
、 
副
題
「
要
す
る
に…
…
」 
４
、
ぜ
い
た
く
の
重
み 
 
『
婦
人
之
友
』
、
第
七
十
二
巻
第
十
二
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
十
二
月
一
日
、
八
四―
八
五
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
家
計
特
集
・
わ
た
し
の
〃
ぜ
い
た
く
〃
」 
５
、
貧
し
い
食
卓 
 
『
毎
日
ラ
イ
フ
』
、
第
四
巻
第
十
一
号
、
毎
日
新
聞
社
、 
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
年
）
十
月
一
日
、
八
四
頁
、 
副
題
「
味
さ
ま
ざ
ま
」
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
ユ
ア
・
ラ
イ
フ
」
「
マ
イ
・
ラ
イ
フ
」 
６
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン 
 
『
食
生
活
』
、
第
七
十
二
巻
第
九
号
、
国
民
栄
養
協
会
、 
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
九
月
一
日
、
一
二―
一
三
頁
、 
副
題
「
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品 
私
は
こ
う
思
う
」
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
特
集 
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
を
考
え
る
」 
７
、
収
穫
祭 
 
『
毎
日
新
聞
』
、
毎
日
新
聞
社
、 
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
十
一
月
九
日
、
一
三
面 
８
、
玄
関
先
の
ハ
カ
リ 
 
『
み
や
通
信
』
、
出
版
社
不
明
、 
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
七
月
十
四
日
、
現
物
未
確
認 
９
、
街
に
あ
か
り
が
つ
い
た
日 
 
『
く
ら
し
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
』
、
出
版
社
不
明
、 
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年
三
月
、
現
物
未
確
認 
10
、
お
便
り 
 
『
短
歌
現
代
』
、
第
三
巻
第
六
号
、
短
歌
新
聞
社
、 
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
六
月
一
日
、
一
七
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
随
筆
」 
11
、
雨
と
言
葉 
 
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
、
第
五
十
二
年
第
二
十
九
号
、
毎
日
新
聞
社
、 
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
七
月
十
五
日
、
一
一
三―
一
一
四
頁
、 
初
出
題
名
「
雨
の
こ
と
ば
」
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「te
a
 tim
e
」 
12
、
二
月
の
お
み
く
じ 
 
『
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
』
、
出
版
社
不
明
、 
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年
二
月
、
現
物
未
確
認 
13
、
弁
護 
 
『
潮
』
、
第
二
二
九
号
、
潮
出
版
社
、 
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
六
月
一
日
、
六
二―
六
三
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
ず
い
ひ
つ
・
波
音
」 
14
、
手
袋
と
靴
下 
 
『
プ
チ
せ
ぞ
ん
』
、
出
版
社
不
明
、 
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年
十
二
月
、
現
物
未
確
認 
15
、
着
る
人
・
つ
く
る
人 
 
『
ふ
う
あ
い
』
、
第
十
号
、
国
際
羊
毛
事
務
局
、 
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一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
十
一
月
、
Ａ
１
サ
イ
ズ
八
つ
折
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト 
の
よ
う
な
も
の 
16
、
巣
立
っ
た
日
の
装
い 
 
『
共
同
通
信
』
、
出
版
社
不
明
、 
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
三
月
十
七
日
、
現
物
未
確
認 
17
、
な
ぎ
さ 
 
『
現
代
の
眼
』
、
第
十
四
巻
第
八
号
、
現
代
評
論
社
、 
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
八
月
一
日
、
一
八
四―
一
八
五
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
随
筆
・
近
況
報
告
」 
18
、
女
の
手
仕
事 
 
『
朝
日
新
聞
』
、
朝
日
新
聞
社
、 
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
六
月
十
六
日
、
一
七
面 
19
、
春
の
土
手 
 
『
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
』
、
第
十
巻
第
五
号
、
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
社
、 
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
四
月
二
十
五
日
、
二
二
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｙ
」 
20
、
器
量 
 
『
食
生
活
』
、
第
六
十
七
巻
第
六
号
、
国
民
栄
養
協
会
、 
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
六
月
一
日
、
三
八
頁
、 
副
題
「
私
と
食
器
」
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
特
集 
食
器
を
考
え
直
す
」 
21
、
く
ら
げ 
 
『
大
法
輪
』
、
第
四
十
一
巻
第
五
号
、
大
法
輪
閣
、 
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年
五
月
一
日
、
三
二―
三
三
頁 
 
22
、
年
の
暮
れ 
 
『
日
本
経
済
新
聞
』
、
日
本
経
済
新
聞
社
、 
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
十
一
月
二
十
六
日
、
二
五
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
歳
時
記
」 
23
、
電
車
の
音 
 
『
暮
し
の
手
帖
』
、
第
二
十
三
号
、
暮
し
の
手
帖
社
、 
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
四
月
一
日
、
一
五
九
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
雑
記
帳
」 
24
、
自
分
の
耳 
 
『
生
活
の
設
計
』
、
第
六
十
八
号
、
日
本
銀
行
内
貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
、 
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
一
月
、
三
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
ず
い
そ
う
」 
25
、
い
た
ず
ら 
 
『
共
同
通
信
』
、
出
版
社
不
明
、 
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
一
月
、
現
物
未
確
認 
26
、
愛
車 
 
 
『
赤
旗
』
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
、 
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
七
月
十
五
日
、
二
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
随
想
」 
27
、
庭 
 
『
赤
旗
』
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
、 
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
八
月
十
二
日
、
二
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
随
想
」 
28
、
長
い
舌 
 
『
赤
旗
』
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
、 
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
九
月
九
日
、
二
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
随
想
」 
 
 
29
、
や
さ
し
さ 
『
公
明
新
聞
』
、
公
明
党
機
関
紙
局
、 
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
一
月
二
十
日
、
八
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
こ
と
ば
歳
時
記
」 
30
、
せ
つ
な
さ 
『
公
明
新
聞
』
、
公
明
党
機
関
紙
局
、 
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
二
月
十
七
日
、
八
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
こ
と
ば
歳
時
記
」 
31
、
彼
岸 
『
公
明
新
聞
』
、
公
明
党
機
関
紙
局
、 
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
三
月
十
七
日
、
八
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
こ
と
ば
歳
時
記
」 
32
、
コ
イ
ン
・
ラ
ン
ド
リ
ー 
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『
公
明
新
聞
』
、
公
明
党
機
関
紙
局
、 
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
四
月
十
四
日
、
八
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
こ
と
ば
歳
時
記
」 
33
、
灯
が
消
え
る 
『
公
明
新
聞
』
、
公
明
党
機
関
紙
局
、 
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
五
月
十
二
日
、
八
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
こ
と
ば
歳
時
記
」 
34
、
ね
む
の
花 
『
公
明
新
聞
』
、
公
明
党
機
関
紙
局
、 
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
六
月
九
日
、
八
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
こ
と
ば
歳
時
記
」 
35
、
七
夕 
『
公
明
新
聞
』
、
公
明
党
機
関
紙
局
、 
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
七
月
七
日
、
八
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
こ
と
ば
歳
時
記
」 
36
、
夏
木
立 
『
公
明
新
聞
』
、
公
明
党
機
関
紙
局
、 
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
八
月
四
日
、
八
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
こ
と
ば
歳
時
記
」 
37
、
防
災
の
日 
『
公
明
新
聞
』
、
公
明
党
機
関
紙
局
、 
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
九
月
一
日
、
八
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
こ
と
ば
歳
時
記
」 
38
、
曼
珠
沙
華 
『
公
明
新
聞
』
、
公
明
党
機
関
紙
局
、 
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
九
月
二
十
九
日
、
八
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
こ
と
ば
歳
時
記
」 
39
、
教
育
勅
語 
『
公
明
新
聞
』
、
公
明
党
機
関
紙
局
、 
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
十
月
二
十
七
日
、
八
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
こ
と
ば
歳
時
記
」 
40
、
勤
労
感
謝 
『
公
明
新
聞
』
、
公
明
党
機
関
紙
局
、 
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
十
一
月
二
十
四
日
、
八
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
こ
と
ば
歳
時
記
」 
41
、
冬
至 
『
公
明
新
聞
』
、
公
明
党
機
関
紙
局
、 
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
十
二
月
二
十
二
日
、
八
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
こ
と
ば
歳
時
記
」 
42
、
綴
り
方 
 
『
こ
と
ば
と
教
育
』
、
第
二
巻
第
八
号
、
三
省
堂
、 
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
十
二
月
二
十
日
、
一
頁 
43
、
自
信
キ
ノ
コ 
 
『
月
刊 
教
育
の
森
』
、
第
四
巻
第
三
号
、
毎
日
新
聞
社
、 
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
三
月
一
日
、
一
七―
一
九
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
私
が
子
ど
も
だ
っ
た
こ
ろ
」 
44
、
先
生
と
詩 
 
『
教
室
の
窓 
中
学
国
語
』
、
第
一
六
二
号
、
東
京
書
籍
、 
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
九
月
一
日
、
二
頁 
45
、
顧
み
て
、
い
ま
ー
戦
後
三
十
年 
 
『
東
京
新
聞
』
、
東
京
新
聞
社
、 
・
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年
八
月
二
日
、
夕
刊
四
面
、 
初
出
題
名
「
顧
み
て
、
い
ま―
戦
後
30
年
の
検
証―
⑩
」
、 
副
題
「
詩
を
手
が
か
り
に
し
て
」
「
ま
た
、
新
し
い
あ
や
ま
ち
へ
？
」 
「
何
か
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
お
そ
ろ
し
さ
」 
 
・
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年
八
月
三
日
、
夕
刊
四
面
、 
初
出
題
名
「
顧
み
て
、
い
ま―
戦
後
30
年
の
検
証―
⑪
」
、 
副
題
「
宮
居
の
方
角
」
「
本
当
に
真
面
目
だ
っ
た
我
ら
」 
「
『
私
は
神
で
は
な
い
』
と
い
わ
れ
て
も…
」 
・
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年
八
月
五
日
、
夕
刊
四
面
、 
初
出
題
名
「
顧
み
て
、
い
ま―
戦
後
30
年
の
検
証―
⑫
」
、 
副
題
「
五
円
の
カ
ナ
シ
ミ
」
「
国
の
保
証
が
信
じ
ら
れ
な
い
」 
「
定
年
を
前
に
イ
ン
フ
レ
の
生
活
不
安
」 
46
、
心
の
不
買
を―
ミ
ス
三
十
歳
に 
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『
東
京
新
聞
』
、
東
京
新
聞
社
、 
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
四
月
二
十
五
日
、
七
面
、 
初
出
題
名
「
ミ
ス
三
十
歳
に
〃
心
の
不
買
〃
を
」
、 
副
題
「
一
つ
の
提
案
」
「
自
分
を
充
実
さ
せ
る
」
「
世
間
の
目
に
負
け
な
い
で
」 
コ
ー
ナ
ー
名
「
家
庭
」 
47
、
写
真
と
詩 
 
『
群
像
』
、
第
二
十
九
巻
第
三
号
、
講
談
社
、 
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年
三
月
一
日
、
二
〇
八―
二
〇
九
頁 
48
、
焰
に
手
を
か
ざ
し
て 
 
『
世
界
名
作
全
集 
第
16
巻
』
、
国
際
情
報
社
、 
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
八
月
、
現
物
未
確
認 
49
、
田
舎
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン―
―
私
の
読
書
遍
歴 
 
『
週
刊 
読
書
人
』
、
第
九
七
三
号
、
読
書
人
、 
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
四
月
十
六
日
、
八
面
、 
副
題
「
言
葉
の
形
見
を
残
し
て
く
れ
た
老
人
」
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
読
書
遍
歴
」 
50
、
椅
子 
 
『
図
書
』
、
第
三
一
九
号
、
岩
波
書
店
、 
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年
三
月
、
一
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
読
む
人
・
書
く
人
・
作
る
人
」 
51
、
私
と
言
葉 
 
『
朝
日
新
聞
』
、
朝
日
新
聞
社
、 
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
三
月
四
日
、
一
四
面 
52
、
買
物
籠
に 
 
『
思
想
の
科
学
』
、
二
七
九
号
、
思
想
の
科
学
社
、 
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
一
月
一
日
、
七
九―
八
〇
頁 
 
53
、
言
葉
の
こ
と 
 
『
研
究
と
指
導 
高
校
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
』
、
第
七
巻
第
九
号
、
旺
文
社
、 
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
一
月
一
日
、
一―
三
頁
、 
初
出
題
名
「
こ
と
ば
の
こ
と
」
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
言
語
随
想
」 
54
、
女
先
生 
 
『
教
員
志
望
者
の
た
め
の
季
刊
「
教
職
課
程
」
』
、
第
一
巻
第
四
号
、
共
同
出
版
、 
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
十
二
月
二
十
五
日
、
一
五―
一
六
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
ひ
ろ
ば
」 
55
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
か
ら
っ
ぽ 
 
『
仏
教
保
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
』
、
第
九
巻
第
十
号
、
す
ず
き
出
版
、 
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
一
月
一
日
、
七―
八
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
特
集 
私
の
幼
児
期
」 
56
、
春
愁 
 
『
温
泉
』
、
第
四
十
四
巻
第
三
号
、
日
本
温
泉
協
会
、 
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年
三
月
一
日
、
四―
五
頁 
57
、
二
人
の
来
訪
者 
 
『
鳥
』
、
第
十
号
、
木
の
会
、 
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
十
一
月
一
日
、
一
○
頁 
58
、
銀
行
員
の
詩
集 
 
『
詩
人
会
議
』
、
第
十
三
巻
第
十
一
号
、
飯
塚
書
店
、 
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
十
一
月
一
日
、
六
四
頁 
59
、
私
語 
 
『
酒
』
、
第
二
十
五
巻
第
七
号
、
酒
之
友
社
、 
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
七
月
一
日
、
四
二―
四
三
頁 
60
、
岡
崎
淑
郎
先
生 
 
『
望
星
』
、
第
五
巻
第
十
一
号
、
東
海
教
育
研
究
所
、 
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年
十
一
月
一
日
、
一
一
一―
一
一
二
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
わ
が
師―
―
忘
れ
え
ぬ
教
師
像
」 
61
、
私
の
感
じ
る
ユ
ー
モ
ア 
 
『
婦
人
之
友
』
、
第
六
十
八
巻
九
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年
九
月
一
日
、
六
七―
六
八
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
特
集 
家
族
生
活
と
そ
の
容
れ
も
の
」 
62
、
つ
き
合
い
の
芽 
 
 
『
望
星
』
、
第
四
巻
第
六
号
、
東
海
教
育
研
究
所
、 
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
七
月
一
日
、
五
六―
五
八
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
近
所
づ
き
あ
い
」 
63
、
細
紐 
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『
郵
政
』
、
第
二
十
五
巻
第
九
号
、
郵
政
弘
済
会
、 
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
九
月
一
日
、
一
六―
一
七
頁 
64
、
医
者
と
私 
 
『
医
事
研
究
』
、
出
版
社
不
明
、 
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
七
月
、
現
物
未
確
認 
65
、
人
の
か
た
ち 
 
『
ゆ
う
』
、
出
版
社
不
明
、 
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
八
月
、
現
物
未
確
認 
66
、
茶
飲
み
話 
 
 
『
共
同
通
信
』
、
出
版
社
不
明
、 
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年
八
月
、
現
物
未
確
認 
67
、
母
の
子
守
歌 
 
『
お
か
あ
さ
ん
の
勉
強
室
』
、
第
一
巻
第
十
二
号
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、 
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
三
月
一
日
、
一
三―
一
五
頁
、 
副
題
「
第
２
章
」 
コ
ー
ナ
ー
名
「
特
集
拝
啓
お
か
あ
さ
ん―
―
母
親
へ
捧
げ
る
８
章
」 
68
、
一
本
の
ネ
ム
の
木 
 
『
文
化
評
論
』
、
第
二
二
〇
号
、
新
日
本
出
版
社
、 
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
八
月
一
日
、
二
五
二―
二
五
三
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
花
に
よ
せ
て
」 
69
、
な
ぎ
さ
の
穴 
 
『
サ
ン
ケ
イ
新
聞
』
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
、 
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
九
月
十
日
、
夕
刊
五
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
文
化
」 
70
、
福
田
正
夫 
 
『
日
本
経
済
新
聞
』
、
日
本
経
済
新
聞
社
、 
・
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
八
月
一
日
、
夕
刊
六
面
、 
初
出
題
名
「
福
田
正
夫
」
、 
副
題
「
熱
心
に
詩
論
を
語
り
き
か
せ
る
」
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
心
を
打
っ
た
男
た
ち 
上
」 
・
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
八
月
二
日
、
夕
刊
六
面
、 
初
出
題
名
「
福
田
正
夫
」
、 
副
題
「
困
窮
と
、
人
助
け
の
〃
か
な
し
み
〃
」
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
心
を
打
っ
た
男
た
ち 
中
」 
・
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
八
月
三
日
、
夕
刊
六
面
、 
初
出
題
名
「
福
田
正
夫
」
、 
副
題
「
に
じ
み
出
る
率
直
な
人
間
味
」
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
心
を
打
っ
た
男
た
ち 
下
」 
71
、
か
た
ち 
 
『
婦
人
之
友
』
、
第
七
十
一
巻
第
三
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
三
月
一
日
、
二
〇
六―
二
一
一
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
短
篇
」 
72
、
終
着
駅 
 
『
サ
ン
ケ
イ
新
聞
』
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
、 
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
三
月
十
二
日
、
夕
刊
五
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
文
化
」 
73
、
フ
リ
ー
・
ゴ
ー 
 
『
興
流
』
、
出
版
社
不
明
、 
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
十
月
、
現
物
未
確
認 
74
、
暮
れ
の
も
の
さ
し 
 
『
朝
日
新
聞
』
、
朝
日
新
聞
社
、 
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
十
二
月
三
十
一
日
、
九
面
、 
副
題
「
定
年
・
三
億
円
事
件
・
お
金
の
価
値
」 
75
、
私
は
な
ぜ
結
婚
し
な
い
か 
 
『
面
白
半
分
』
、
出
版
社
不
明
、 
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年
三
月
、
現
物
未
確
認 
76
、
可
決 
 
『
行
友
ニ
ュ
ー
ス
』
、
日
本
興
業
銀
行
行
友
会
、 
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年
一
月
、
現
物
未
確
認 
77
、
四
月
の
合
計 
 
『
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ａ
～
Ｐ
Ｓ
』
、
出
版
社
不
明
、 
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
二
月
五
日
、
現
物
未
確
認 
78
、
夜
の
海 
 
『
婦
人
公
論
』
、
第
六
八
六
号
、
中
央
公
論
社
、 
  
26 
 
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
七
月
一
日
、
五
七―
五
九
頁 
79
、
こ
し
か
た
・
ゆ
く
す
え 
 
『
婦
人
之
友
』
、
第
六
十
七
巻
第
八
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
八
月
一
日
、
七
四―
七
五
頁 
80
、
写
真 
 
『
う
え
の
』
、
第
一
八
五
号
、
上
野
の
れ
ん
会
編
集
部
、 
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年
九
月
一
日
、
六―
八
頁 
81
、
軍
旗
祭 
 
『
母
の
ひ
ろ
ば
』
、
出
版
社
不
明
、 
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年
四
月
、
現
物
未
確
認 
82
、
火
に
な
る
時 
 
『
目
の
眼
』
、
第
十
三
号
、
里
文
、 
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
十
二
月
一
日
、
四
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
随
筆
」 
83
、
深
谷 
 
『
武
州
路
』
、
出
版
社
不
明
、 
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
一
月
、
現
物
未
確
認 
84
、
赤
坂
見
付 
 
『
フ
レ
ン
ド
リ
ー
』
、
第
六
巻
第
三
十
二
号
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
企
画
室
、 
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
三
月
四
月
、
七
頁 
85
、
双
葉
と
両
手 
 
『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
一
巻
第
十
一
号
、
至
光
社
、 
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
三
月
二
十
日
、
付
録
『
わ
た
し
た
ち
の
ペ
ー
ジ
』
、
三
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
小
さ
な
お
祈
り
」 
86
、
「
お
」
の
字
ぎ
ら
い 
 
『
朝
日
新
聞
』
、
朝
日
新
聞
社
、 
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
八
月
十
一
日
、
一
四
面
、 
副
題
「
お
・
と
・
し
・
よ
・
り
」 
87
、
雪 
 
『
文
化
評
論
』
、
第
二
〇
二
号
、
新
日
本
出
版
社
、 
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
二
月
一
日
、
二
一
二―
二
一
三
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
二
月
の
ず
い
そ
う
」 
88
、
ま
た
来
年
い
ら
っ
し
ゃ
い 
 
『
楽
し
い
わ
が
家
』
、
第
二
十
七
巻
第
八
号
、
全
国
信
用
金
庫
協
会
、 
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
八
月
、
一
四―
一
五
頁 
89
、
こ
の
岸
で 
 
『
あ
け
ぼ
の
』
、
出
版
社
不
明
、 
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
九
月
、
現
物
未
確
認 
  
三
、
第
三
随
筆
集
『
夜
の
太
鼓
』
、
筑
摩
書
房
、 
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
五
月
二
十
五
日
発
行 
 
１
、
時
の
名
称 
 
『
婦
人
之
友
』
、
第
七
十
八
巻
第
十
二
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
）
年
十
二
月
一
日
、
六
頁
、 
副
題
「
時
」 
２
、
花
い
ち
も
ん
め 
 
『
毎
日
新
聞
』
、
毎
日
新
聞
社
、 
一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年
九
月
二
十
一
日
、
九
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
私
と
わ
ら
べ
う
た
」 
３
、
し
つ
け
糸 
 
『
望
星
』
、
第
一
三
八
号
、
東
海
教
育
研
究
所
、 
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
一
月
一
日
、
八―
九
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
ず
い
ひ
つ
」 
４
、
会
社
を
や
め
た
ら 
 
『
野
性
時
代
』
、
第
七
巻
第
五
号
、
角
川
書
店
、 
 
 
 
一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年
五
月
一
日
、
四
〇
二
頁 
 
コ
ー
ナ
ー
名
「
タ
ラ
の
テ
ー
マ
」 
５
、
絵
柄
人
柄 
 
 
『
赤
旗
』
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
、 
一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年
一
月
十
一
日
、
一
○
面 
６
、
雪
谷 
 
『
東
京
新
聞
』
、
東
京
新
聞
社
、 
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一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年
四
月
十
八
日
、
八
面
、 
副
題
「
呑
川
／
何
を
呑
ん
で
／
今
日
に
至
る
？
」
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
ま
ち
の
う
た
」 
７
、
気
に
な
っ
た
こ
と
ふ
た
つ 
 
『
総
合
教
育
技
術
』
、
第
三
十
三
巻
第
九
号
、
小
学
館
、 
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
十
月
一
日
、
一
二―
一
四
頁
、 
副
題
「
〃
問
題
を
解
く
の
で
は
な
く
正
解
を
暗
記
す
る
〃
と
い
う
進
学
塾
の
チ
ラ
シ
は
私
を
戦
慄
さ
せ
た
」
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
‘
78 
潮
流
」 
８
、
商
店
の
目 
 
『
共
同
通
信
』
、
出
版
社
不
明
、 
 
一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
）
年
六
月
、
現
物
未
確
認 
９
、
鉛
筆
を
削
る 
 
『
手―
―
も
う
ひ
と
つ
の
生
活
』
、
第
六
号
、
ク
ラ
フ
ト 
セ
ン
タ
ー 
ジ
ャ
パ
ン
、 
 
一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年
十
月
三
十
日
、
二
五―
二
六
頁
、 
 
コ
ー
ナ
ー
名
「
ク
ラ
フ
ト
手
帖
」 
10
、
私
の
テ
レ
ビ
利
用
法 
 
『
毎
日
新
聞
』
、
毎
日
新
聞
社
、 
・
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）
年
三
月
二
十
日
、
一
○
面
、 
初
出
題
名
「
私
の
テ
レ
ビ
利
用
法 
上
」
、 
副
題
「
見
た
い
時
は
、
電
車
に
乗
っ
て
」 
・
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）
年
三
月
二
十
七
日
、
一
一
面
、 
初
出
題
名
「
私
の
テ
レ
ビ
利
用
法 
下
」
、 
副
題
「
一
番
見
た
い
の
は
ニ
ュ
ー
ス
」 
11
、
白
い
猫 
 
 
『
詩
と
メ
ル
ヘ
ン
』
、
第
十
一
巻
第
十
一
号
、
サ
ン
リ
オ
、 
 
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）
年
八
月
二
十
五
日
、
五
六―
五
七
頁 
12
、
大
茄
子
・
小
茄
子 
 
『
婦
人
之
友
』
、
第
七
十
四
巻
第
十
号
、
婦
人
之
友
社
、 
 
一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年
十
月
一
日
、
一
八
一―
一
八
三
頁
、 
 
コ
ー
ナ
ー
名
「
生
活
随
想
」 
13
、
蟬 
 
『
季
刊 
手
紙
』
、
第
三
号
、
オ
ー
デ
ス
ク
、 
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
三
月
、
一
〇―
一
三
頁 
14
、
春
の
日
、
夢
の
島
へ 
 
『
婦
人
之
友
』
、
第
七
十
六
巻
第
五
号
、
婦
人
之
友
社
、 
 
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
五
月
一
日
、
五
六―
六
〇
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
核
時
代
と
私
た
ち 
５
」 
15
、
貼
紙 
 
 
『
ち
く
ま
』
、
第
一
一
五
号
、
筑
摩
書
房
、 
一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年
十
月
一
日
、
一
一
頁
、 
初
出
題
名
「
貼
り
紙
」
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
ひ
と
り
暮
ら
し
三
話
」 
16
、
山
姥 
 
『
ち
く
ま
』
、
第
一
一
六
号
、
筑
摩
書
房
、 
 
一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年
十
一
月
一
日
、
一
七
頁
、 
 
コ
ー
ナ
ー
名
「
ひ
と
り
暮
ら
し
三
話
」 
17
、
火
を
止
め
る
ま
で 
 
『
ち
く
ま
』
、
第
一
一
七
号
、
筑
摩
書
房
、 
一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年
十
二
月
一
日
、
一
一
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
ひ
と
り
暮
ら
し
三
話
」 
18
、
水
は
も
ど
ら
な
い
か
ら 
 
『
人
と
つ
き
あ
う
法
』
、
毎
日
新
聞
社
、 
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
十
二
月
十
五
日
、
二
三
八―
二
四
〇
頁 
19
、
相
手
の
財
布
を
い
た
わ
る 
 
『
人
と
つ
き
あ
う
法
』
、
毎
日
新
聞
社
、 
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
十
二
月
十
五
日
、
二
四
〇―
二
四
二
頁 
20
、
同
額
紙
幣
の
値
打
ち 
 
『
人
と
つ
き
あ
う
法
』
、
毎
日
新
聞
社
、 
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
十
二
月
十
五
日
、
二
四
二―
二
四
四
頁 
21
、
声
は
盲
目 
 
『
人
と
つ
き
あ
う
法
』
、
毎
日
新
聞
社
、 
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
十
二
月
十
五
日
、
二
四
五―
二
四
六
頁 
22
、
オ
ソ
レ
と
あ
こ
が
れ
と
コ
ッ
ケ
イ
と 
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『
人
と
つ
き
あ
う
法
』
、
毎
日
新
聞
社
、 
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
十
二
月
十
五
日
、
二
四
七―
二
四
九
頁 
23
、
運
動
会
の
空 
 
『
赤
旗
』
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
、 
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
十
月
七
日
、
二
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
随
想
」 
24
、
籠
の
鳥 
 
『
赤
旗
』
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
、 
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
十
一
月
五
日
、
二
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
随
想
」 
25
、
美
顔 
 
『
赤
旗
』
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
、 
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
十
二
月
二
日
、
二
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
随
想
」 
26
、
冬
の
案
山
子 
 
『
赤
旗
』
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
、 
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
十
二
月
三
十
日
、
二
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
随
想
」 
27
、
梅
が
咲
き
ま
し
た 
 
『
赤
旗
』
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
、 
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
一
月
三
十
一
日
、
一
一
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
あ
し
た
へ
」 
28
、
子
供
一
同 
 
『
赤
旗
』
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
、 
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
二
月
二
十
八
日
、
一
三
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
あ
し
た
へ
」 
29
、
一
粒
の
米
も
、
私
も 
 
『
赤
旗
』
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
、 
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
五
月
二
日
、
一
三
面
、 
初
出
題
名
「
一
粒
の
米
も
、
私
も…
」
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
あ
し
た
へ
」 
30
、
咲
か
せ
る 
 
『
赤
旗
』
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
、 
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
六
月
六
日
、
一
三
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
あ
し
た
へ
」 
31
、
見
世
物
小
屋
の
前
で 
 
『
赤
旗
』
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
、 
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
七
月
十
一
日
、
一
三
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
あ
し
た
へ
」 
32
、
笑
い 
 
『
赤
旗
』
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
、 
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
八
月
十
五
日
、
一
三
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
あ
し
た
へ
」 
33
、
秘
宝 
 
 
『
赤
旗
』
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
、 
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
九
月
十
九
日
、
一
三
面
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
あ
し
た
へ
」 
34
、
防
犯
カ
メ
ラ 
 
『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
七
巻
第
十
一
号
、
至
光
社
、 
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
三
月
二
十
日
、
付
録
『
に
じ
の
ひ
ろ
ば
』
、
二
頁 
35
、
鳥 
 
『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
七
巻
第
十
二
号
、
至
光
社
、 
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
四
月
二
十
日
、
付
録
『
に
じ
の
ひ
ろ
ば
』
、
二
頁 
36
、
お
ば
あ
さ
ん 
 
『
こ
と
ば
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
八
巻
第
一
号
、
至
光
社
、 
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
五
月
二
十
日
、
付
録
『
に
じ
の
ひ
ろ
ば
』
、
二
頁 
37
、
空
港
で 
 
『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
八
巻
第
二
号
、
至
光
社
、 
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
六
月
二
十
日
、
付
録
『
に
じ
の
ひ
ろ
ば
』
、
二
頁 
38
、
八
月 
 
『
こ
と
ば
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
八
巻
第
三
号
、
至
光
社
、 
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
七
月
二
十
日
、
付
録
『
に
じ
の
ひ
ろ
ば
』
、
二
頁 
39
、
港
区
で 
 
『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
八
巻
第
四
号
、
至
光
社
、 
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一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
八
月
二
十
日
、
付
録
『
に
じ
の
ひ
ろ
ば
』
、
二
頁 
40
、
花
の
店 
 
『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
八
巻
第
五
号
、
至
光
社
、 
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
九
月
二
十
日
、
付
録
『
に
じ
の
ひ
ろ
ば
』
、
二
頁 
41
、
隣
人 
 
『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
八
巻
第
六
号
、
至
光
社
、 
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
十
月
二
十
日
、
付
録
『
に
じ
の
ひ
ろ
ば
』
、
二
頁 
42
、
保
険 
 
『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
八
巻
第
七
号
、
至
光
社
、 
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
十
一
月
二
十
日
、
付
録
『
に
じ
の
ひ
ろ
ば
』
、
二
頁 
43
、
風
景 
 
『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
八
巻
第
八
号
、
至
光
社
、 
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
十
二
月
二
十
日
、
付
録
『
に
じ
の
ひ
ろ
ば
』
、
二
頁 
44
、
早
春 
 
『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
八
巻
第
九
号
、
至
光
社
、 
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年
一
月
二
十
日
、
付
録
『
に
じ
の
ひ
ろ
ば
』
、
二
頁 
45
、
人
形 
 
『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
八
巻
第
十
号
、
至
光
社
、 
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年
二
月
二
十
日
、
付
録
『
に
じ
の
ひ
ろ
ば
』
、
二
頁 
46
、
さ
く
ら 
 
『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
八
巻
第
十
一
号
、
至
光
社
、 
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年
三
月
二
十
日
、
付
録
『
に
じ
の
ひ
ろ
ば
』
、
二
頁 
47
、
結
界 
 
『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
八
巻
第
十
二
号
、
至
光
社
、 
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年
四
月
二
十
日
、
付
録
『
に
じ
の
ひ
ろ
ば
』
、
二
頁 
48
、
猫 
 
『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
九
巻
第
一
号
、
至
光
社
、 
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年
五
月
二
十
日
、
付
録
『
に
じ
の
ひ
ろ
ば
』
、
二
頁 
49
、
飛
び
去
る 
 
『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
九
巻
第
二
号
、
至
光
社
、 
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年
六
月
二
十
日
、
付
録
『
に
じ
の
ひ
ろ
ば
』
、
二
頁 
50
、
遠
い
こ
と
ば
か
り 
 
『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
九
巻
第
三
号
、
至
光
社
、 
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年
七
月
二
十
日
、
付
録
『
に
じ
の
ひ
ろ
ば
』
、
二
頁 
52
、
そ
の
角
の
向
う
に 
 
『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
九
巻
第
四
号
、
至
光
社
、 
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年
八
月
二
十
日
、
付
録
『
に
じ
の
ひ
ろ
ば
』
、
二
頁
、 
初
出
題
名
「
そ
の
角
の
向
こ
う
に
」 
53
、
干
す 
 
『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
九
巻
第
五
号
、
至
光
社
、 
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年
九
月
二
十
日
、
付
録
『
に
じ
の
ひ
ろ
ば
』
、
二
頁 
54
、
夜
の
太
鼓 
 
『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
九
巻
第
六
号
、
至
光
社
、 
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年
十
月
二
十
日
、
付
録
『
に
じ
の
ひ
ろ
ば
』
、
二
頁
、 
初
出
題
名
「
太
鼓
の
音
」 
55
、
赤
い
自
転
車 
 
『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
九
巻
第
七
号
、
至
光
社
、 
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年
十
一
月
二
十
日
、
付
録
『
に
じ
の
ひ
ろ
ば
』
、
二
頁 
56
、
乙
女
た
ち 
 
『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
九
巻
第
八
号
、
至
光
社
、 
一
九
八
六
（
昭
和
六
十
一
）
年
十
二
月
二
十
日
、
付
録
『
に
じ
の
ひ
ろ
ば
』
、
二
頁 
57
、
金
貨
と
提
灯 
 
『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
九
巻
第
九
号
、
至
光
社
、 
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
一
月
二
十
日
、
付
録
『
に
じ
の
ひ
ろ
ば
』
、
二
頁 
58
、
縁
日 
 
『
こ
ど
も
の
せ
か
い
』
、
第
三
十
九
巻
第
十
号
、
至
光
社
、 
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
二
月
二
十
日
、
付
録
『
に
じ
の
ひ
ろ
ば
』
、
二
頁 
59
、
「
私
の
前
に
あ
る
鍋
と
お
釜
と
燃
え
る
火
と
」
の
頃 
 
『
花
神
』
、
第
二
巻
第
二
号
、
花
神
社
、 
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
六
月
一
日
、
一
二
頁
、 
初
出
題
名
『
私
の
前
に
あ
る
鍋
と
お
釜
と
燃
え
る
火
と
』
の
頃 
60
、
自
作
に
つ
い
て 
 
『
現
代
の
詩
人
』
、
第
五
巻
、
中
央
公
論
社
、 
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）
年
九
月
二
十
日
、
二
一
九―
二
三
七
頁 
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61
、
私
の
名
前 
 
『
み
や
通
信
』
、
出
版
社
不
明
、 
 
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）
年
八
月
、
現
物
未
確
認 
62
、
思
い
出
が
着
て
い
る 
 
『
マ
ダ
ム
』
、
出
版
社
不
明
、 
 
一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年
十
月
、
現
物
未
確
認 
63
、
悲
し
み
と
同
量
の
喜
び 
 
『
ひ
ろ
ば
』
、
出
版
社
不
明
、 
 
一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年
冬
、
現
物
未
確
認 
64
、
伊
豆
と
私 
 
『
伊
豆
新
聞
』
、
伊
豆
新
聞
社
、 
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
一
月
一
日
、
三
七
面 
65
、
松
崎 
 
『
旅
』
、
第
六
十
三
巻
第
三
号
、
J
T
B 
日
本
交
通
公
社
出
版
事
業
局
、 
 
一
九
八
九
（
平
成
元
年
）
年
三
月
一
日
、
五
九―
六
〇
頁
、 
初
出
題
名
「
母
の
ふ
る
さ
と
・
松
崎
」
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
エ
ッ
セ
イ 
伊
豆
・
箱
根
に
寄
せ
る
わ
が
思
い
」 
66
、
ウ
リ
コ
の
目 
ム
ツ
の
目 
 
『
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
』
、
第
七
巻
第
二
号
、
平
凡
出
版
、 
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）
年
一
月
二
十
五
日
、
二
二―
二
三
頁
、 
初
出
題
名
「
ウ
リ
コ
の
目
、
ム
ツ
の
目
」
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
エ
ッ
セ
イ 
女
か
ら
女
へ
」 
67
、
砂
糖
壺 
 
『
明
日
の
友
』
、
第
三
十
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年
七
月
一
日
、
四
九―
五
三
頁 
68
、
詩
篇 
明
日
葉 
 
『
季
刊
R
＊
６
』
、
鹿
鳴
荘
、 
 
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
十
一
月
、
二―
四
頁 
 
 
69
、
詩
篇 
風
景 
 
『
季
刊
R
＊
６
』
、
鹿
鳴
荘
、 
一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
十
一
月
、
五
頁 
 
 四
、 
第
四
随
筆
集
『
詩
の
中
の
風
景―
―
く
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る―
―
』
、 
婦
人
之
友
社
、
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
十
月
十
五
日
発
行 
 
１
、
詩
の
中
の
風
景 
 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
一
巻
第
七
号
、
婦
人
之
友
社 
 
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
七
月
一
日
、
一
七
〇―
一
七
一
頁
、 
 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る…
…
」 
２
、
旅
へ
の
い
ざ
な
い 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
二
巻
第
三
号
、
婦
人
之
友
社 
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
十
三
）
年
三
月
一
日
、
一
七
四―
一
七
五
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
３
、
異
種
の
花 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
一
巻
第
十
一
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
十
一
月
一
日
、
一
五
八―
一
五
九
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る…
…
」 
４
、
何
も
な
い
と
こ
ろ 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
四
巻
第
三
号
、
婦
人
之
友
社 
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
三
月
一
日
、
五
二―
五
三
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
５
、
揺
れ
る 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
二
巻
第
四
号
、
婦
人
之
友
社 
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
四
月
一
日
、
一
七
八―
一
七
九
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る…
…
」 
６
、
夢
の
か
た
ち 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
五
巻
第
十
一
号
、
婦
人
之
友
社 
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
十
一
月
一
日
、
七
八―
七
九
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
７
、
期
待 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
二
巻
第
九
号
、
婦
人
之
友
社 
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
九
月
一
日
、
一
六
〇―
一
六
一
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
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８
、
青
い
絵 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
四
巻
第
七
号
、
婦
人
之
友
社 
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
七
月
一
日
、
六
二―
六
三
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
９
、
ひ
と
つ
の
詩
に
ふ
た
つ
の
影 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
五
巻
第
三
号
、
婦
人
之
友
社 
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
三
月
一
日
、
一
八
二―
一
八
三
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
10
、
煙
草
の
火 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
四
巻
第
十
一
号
、
婦
人
之
友
社 
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
十
一
月
一
日
、
八
四―
八
五
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
11
、
巣 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
四
巻
第
五
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
五
月
一
日
、
一
六
二―
一
六
三
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
12
、
誕
生 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
五
巻
第
九
号
、
婦
人
之
友
社
、 
 
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
九
月
一
日
、
一
八
二―
一
八
三
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
13
、
堰 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
五
巻
第
六
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
六
月
一
日
、
一
八
二―
一
八
三
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
14
、
六
月
の
墓 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
三
巻
第
六
号
、
婦
人
之
友
社 
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
六
月
一
日
、
一
六
六―
一
六
七
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
15
、
竹
の
声 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
三
巻
第
十
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
十
月
一
日
、
六
二―
六
三
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
16
、
昔
語
り 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
二
巻
第
二
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
二
月
一
日
、
一
八
四―
一
八
五
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
17
、
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
四
巻
第
八
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
八
月
一
日
、
一
五
四―
一
五
五
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
18
、
遠
い
潮
騒 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
四
巻
第
九
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
九
月
一
日
、
一
五
六―
一
五
七
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
 
19
、
詩
の
構
図 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
三
巻
第
七
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
七
月
一
日
、
一
五
六―
一
五
七
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
20
、
ハ
エ
と
ひ
ぐ
ら
し 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
五
巻
第
七
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
七
月
一
日
、
八
四―
八
五
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
21
、
目
の
ウ
ロ
コ 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
五
巻
第
十
二
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
十
二
月
一
日
、
一
二
六―
一
二
七
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
22
、
犬
の
分
際 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
五
巻
第
八
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
八
月
一
日
、
一
七
八―
一
七
九
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
23
、
山
芋
の
少
年 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
三
巻
第
八
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
八
月
一
日
、
一
五
四―
一
五
五
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
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24
、
静
寂
の
破
れ
目 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
三
巻
第
二
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
二
月
一
日
、
四
八―
四
九
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
 
25
、
碑
銘 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
三
巻
第
五
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
五
月
一
日
、
一
五
八―
一
五
九
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
26
、
道 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
四
巻
第
二
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
二
月
一
日
、
七
二―
七
三
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
27
、
演
説 
 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
二
巻
第
一
号
、
婦
人
之
友
社
、 
 
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
一
月
一
日
、
一
六
八―
一
六
九
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
 
28
、
味
覚 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
二
巻
第
五
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
五
月
一
日
、
一
八
六―
一
八
七
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
29
、
き
の
う
の
こ
と 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
二
巻
第
八
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
八
月
一
日
、
一
六
八―
一
六
九
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
30
、
会
釈 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
二
巻
第
十
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
十
月
一
日
、
一
五
〇―
一
五
一
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
31
、
秋
が
歩
い
て
ゆ
く 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
一
巻
第
十
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
十
月
一
日
、
一
七
一―
一
七
三
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
32
、
そ
の
か
な
た
に 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
一
巻
第
九
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
九
月
一
日
、
一
六
四―
一
六
五
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る…
…
」 
33
、
孵
化 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
五
巻
第
十
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
十
月
一
日
、
一
八
二―
一
八
三
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
34
、
座
席
ひ
と
つ 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
三
巻
第
九
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
九
月
一
日
、
五
八―
五
九
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
35
、
せ
ん
た
く 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
五
巻
第
五
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
五
月
一
日
、
一
八
四―
一
八
五
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
36
、
花
百
匁 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
四
巻
第
十
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
十
月
一
日
、
一
四
八―
一
四
九
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
37
、
野
良 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
三
巻
第
一
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
九
（
昭
和
六
十
四
）
年
一
月
一
日
、
八
八―
八
九
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
38
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背
に 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
六
巻
第
三
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
三
月
一
日
、
六
八―
六
九
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
39
、
森
の
は
ず
れ 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
三
巻
第
十
一
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
十
一
月
一
日
、
一
五
六―
一
五
七
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
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40
、
木
守
り 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
六
巻
第
二
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
二
月
一
日
、
七
八―
七
九
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
41
、
遠
い
港 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
四
巻
第
四
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
四
月
一
日
、
一
六
八―
一
六
九
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
42
、
こ
と
ば
の
住
処 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
二
巻
第
十
一
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
十
一
月
一
日
、
一
六
八―
一
六
九
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
43
、
手
を
ふ
る
も
の 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
三
巻
第
三
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
三
月
一
日
、
八
〇―
八
一
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
44
、
歌
う 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
二
巻
第
七
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
七
月
一
日
、
一
六
八―
一
六
九
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
45
、
架
け
橋 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
二
巻
第
六
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
六
月
一
日
、
一
六
六―
一
六
七
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
46
、
鏡 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
四
巻
第
十
二
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
十
二
月
一
日
、
五
〇―
五
一
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
47
、
き
の
う
の
朝 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
五
巻
第
一
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
一
月
一
日
、
八
四―
八
五
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
48
、
抱
く 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
三
巻
第
十
二
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
十
二
月
一
日
、
一
七
二―
一
七
三
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
49
、
窓 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
三
巻
第
四
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
四
月
一
日
、
一
五
八―
一
五
九
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
50
、
寒
い
町 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
一
巻
第
十
二
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
十
二
月
一
日
、
一
三
六―
一
三
七
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る…
…
」 
51
、
訪
問 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
五
巻
第
四
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
四
月
一
日
、
七
八―
七
九
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
52
、
時
々
刻
々 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
二
巻
第
十
二
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
十
二
月
一
日
、
一
九
四―
一
九
五
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
53
、
初
日 
『
婦
人
之
友
』
、
第
八
十
四
巻
第
一
号
、
婦
人
之
友
社
、 
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
一
月
一
日
、
五
〇―
五
一
頁
、 
コ
ー
ナ
ー
名
「
暮
ら
し
の
中
に
よ
み
が
え
る
詩
」 
 
